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　今年の 2 月末から毎週水曜日にス
タッフとして関わっております、中島
です。気が付けば半年以上の月日が
経っていました。まだスタッフとして
未熟な部 分もあり、私に出来る事は何
かと日々考えながら携わらせて頂いて
おります。 

　私は人と関わる時に大事なのは距
離感だと思っています。「人に優しく
する」「思いやりを持つ」「嫌がる事を
しない」「ありがとうを伝える」など、
これらはもちろん人と関わる上でとて
も大事な事です。しかし、優しさにも
さまざまな種類があって、相手の受け
取り方もさまざまで す。
　例えば、辛い事があった時、話を聞
いてもらいたい人もいれば、ただ隣に
居てほしい人もいれば、1 人になりた
い人もいます。相 手の事がわかってい
ないと、時に自分の優しさが相手を苦
しめる事もあるのも事実です。 

　初対面の人にいきな り「心を開いて
欲しい」「何でも話してね」と言っても
逆に心を閉ざしてしまうことも少なく
ないと思います。人と信頼関係を作る
にはいい距離感で接して、相手の心に
目を向けてゆっくり時間をかけていく
べきだと私は常日頃思っています。 

　もちろん決して簡単な事ではないの
で私自身の課題でありますし、この京
都教育サポートセンターには対人関係
に不安を抱いている方が多く通ってお
られますので、今後もっと心に寄り添っ
て、お手伝いというより一緒に成長し
ていきたいと思っております。 

　人と関わりを持つことは、新しい世
界が広がったり、自分に自信を持てた
り、生きていく上で欠かせないことだ
と私は思います。器用に生きれなくて
も、自分に出来ることを見つけて前向
いて生きていきたいですね。
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「人との関わり」

（中島　みなみ）
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カウンセラーの目

「衝撃的なトイレの話」 

数十年ぶりに衝撃を受けた……。 
 ２０１５年０９月０２日の１９時３０分からＮＨＫで「トイレの尿ハネ」の
問題を取り上げるという特集をしていた。（ためしてガッテン・家族がハッ
ピー！トイレ問題大解決） 
ずいぶん以前から、トイレの汚れに関する問題を耳にすることが、多くなっ
ているとは感じていた。 
 実際、ここ数年は男性が座ってオシッコするかどうかという話題を耳にする
頻度も高くなっていた。 

この話題に関連して「衝撃を受けた」のだが、これをＮＨＫが取り上げてい
たことが衝撃だったのでは無く、この話題に関して「家庭の男子用小便器」
の存在が全く注目されていなかったことに衝撃を受けたのだ。 
それは「現在、日本で生活しているほとんどの人が、家庭に男子用小便器が
存在しないことに全く注目しておらず、違和感も疑問も持っていない」とい
う事実を知ったからだ。 

 私自身の個人的常識（私の認識）では、日本の住環境の問題で少しでもリビ
ングなどのスペースを広くするための非常手段として（止む無く）男子用小
便器を取り払う形式を取り入れているのが、現在までの家の設計の考え方だ
と思っていたのだ。 
つまり、「普通に生活することを選択し、それを実現するための資金を準備で
きる人」の作る家にはトイレには「大便器」と「男子用小便器」を設置するのが、
基本形で、「大便器」のみのトイレを設置するのは「止む無く……の選択」と
考えていた……。 
ところが、今回のＮＨＫでの取り上げ方や、そこでのやり取りを見ていると、
誰も「家庭の男子用小便器」という視点を持っていないように感じられた。 
……と、すると「男子用小便器」は大型商業施設や公共施設のみに「特別に設置」
された「特殊な設備」という認識が、現代社会の基準と考えた方が良いとい
うことになるのだろう……。 

 歴史と表現するほど長期間でなくても「標準とされる価値基準」つまり「常
識とされているもの」が移り変わっていくことを体験することはあったが、
私自身の印象では、何となく基準の中心が偏移しつつあるという「動きの感覚」
を感じ取ること（追跡できている印象）は持てていた。 
これほどまで唐突な印象で「標準とされる価値基準」が変わっていることを
知らされたのは初めての体験だった。 

 世間の現状がどうなっているのかを軽く調べてみようと思って、ネット検索
してみたところ「男子用小便器」で出てきたのは施設設備を中心とした製品
情報が中心になっていて、家庭用のトイレに関しては「洗浄器付き便器（便座）」



の製品情報ばかりがヒットする状況だった。 
 私が十数年前に自宅を建てたときに、トイレ設備の検討対象にした「省スベース
型の男子用小便器」の製品情報は今回のネット検索では出てこなかった。商品そ
のものが廃番になったのかも知れないが、その後継機らしきものも見当たらなかっ
た。（本文末に資料情報添付） 
……と、いうことは……製造会社にとって、この製品を製造しストックしておく
ことが収益に繋がらないと判断されるほど需要が少ないということなのだろうか
……。 
 今や日本のトイレの歴史に名残を残す歴史的遺物になってしまったということだ
ろうか……。 

 私が十数年前に自宅を建てることになったのは、優雅な理由ではなくて１９９５
年の震災で自宅が全壊したため、そうせざるを得なかったからで、男子用小便器
に関しては、結局、「止む無く」ということで設置しない選択をした。ただ、ちょ
うどその頃、ＫＳＣＥも現在の場所に開設を目指していて、トイレ設備の話が出
たときに、私が、この「省スベース型の男子用小便器」の存在を伝えたので、そ
れが設置されて、現在も使われている。 

 世間的には「たかがトイレのこと（しかも、ちょっと下ネタっぽい）」程度の受
け止め方が中心のようで、バラエティ番組での小ネタ扱いになっていることが多
いように感じるのだが家庭内でのトイレ汚損問題の背後には「生物的性差」と「社
会的役割に関する価値観（例えば、お掃除は女性が行うという認識など）」が絡ん
でいるので、「生物学的」「社会学的」な議論につながり、大げさな事態に発展し
やすい側面をはらんでいる。 
その議論にも意味はあると思うが、「省スベース型の男子用小便器」で住環境その
ものを変更することで「性差、性役割の認識への大幅な変更」をせずに問題解決
できる可能性は高い。 
そういう意味ではＫＳＣＥの「省スベース型の男子用小便器」は近代日本トイレ
史における歴史遺産として登録すべきかも知れない。 

 参考資料情報（ネット・ウィキペディアの情報） 
 省スペース型小便器　一般住宅でも取り付けが可能な細身のデザインとなってい
る。ＴＯＴＯでは「スリムＵ」の愛称がある。（ただし、２００５年０６月に生産
終了した。現在では発売されていない）

（高石　公資）

イベント紹介・報告

☆８月２２日

卓球会 

学習スペースとフリースペースの仕切りのド
アを外して勉強机をつないで卓球台にして 
辞書をネットにして卓球をしました。 
いろいろイレギュラーなことが起こるので
おもしろい卓球になりましたよ。



イベント紹介・報告

☆８月２８日

健康体操教室

６月に続き２回目の実施でした。 
先生をお招きして、運動とストレッチ
をしながら心と体をリラックスさせて
心地いいものになりました。
次回は１０月２３日実施予定です。 

☆８月２８日

集い場〇　麻雀部

OB の子も今回は活動を聞いて参加し
てくれました。 
初心者の彼でしたが楽しさを感じてく
れたようです。 

☆９月１３日

市役所前フリマ出店

利用生・スタッフが持ち寄ったものや
事務所内整理して出てきたもの様々な方
からのフリマ用寄贈品を今回出店してリ
ユース活動をいたしました。
定期的に参加していきたいと思います。 

 

☆８月２１日

集い場〇 バスで京都散策 MT

☆９月４日

集い場〇 学食 walk MT

集い場〇活動をするための行き先などを
決めるミーティングを実施いたしまし
た。



ものづくりかふぇ

 ☆８月２８日・９月１１日 

９月１９日からのユースフリマ出展と １０月１２日パレット河原町のきさき市出店へ
の準備としての活動とタイルアートを行いました。タイルのフォトフレームとコース
ターいかがでしょうか？

☆９月１９日から２１日

ユースフリマ出展

この期間京都アートフリマが行われて
おり、併設して中京青少年活動セン
ター主催のユースフリマが行われ、京
都教育サポートセンターも参加いたし
ました。
　ものづくりかふぇでの手作り品、リ
ユース活動としてのバザー品を販売
し、活動内容を大きく展示して３日間
で４００人を超える方に見ていただけ
ました。 

  



お知らせ

●　物品寄贈の御礼 

この 9 月にかけて様々な物品寄贈をいただきました。誠にありがとうございます。当
所で使用させていただいたり、フリマ活動での社会経験の練習などにも役立てたいと
思います。 

○　京都市中京区　北條様

アポロ活動の中でのフリマ活動に対する物品寄贈や、学習サポートで使用させていた
だく問題集・教科書・赤本・高卒認定試験問題集パソコンソフト・絵本・知育玩具な
どを常時募集しております。皆様の不用品などであればぜひ寄贈いただければと思い
ます。寄贈いただける方は京都教育サポートセンターまでお申し出ください。メール・
電話など可能です。なお、送付いただく際の送料も申し訳ございませんがご負担いた
だいております。 

●　２０１５年度機関紙「KSCE 通信」　メール添付カラー版購読会員募集しています。 

内部生・スタッフは無料・関係機関や団体も無料・その他は年額３６００円のご寄付
をお願いできればと思います。（紙面版購読会員は送料込で年額６６００円のご寄付
をお願いします（アポロ会員として登録いたします。現在会員の方は１年経過前にま
たお知らせいたします） 

●　２０１５年度アポロ会員　募集いたします。

アポロ会員は当所の通常利用や学習利用などはまだ希望しないが、レクリエーション
イベントなどのアポロ活動には参加してみたいという方の会員制度です。会員資格は
申し込まれた月の翌月から１年間となっております。アポロ会員には毎月の機関紙を
送付します。２０１５年度よりアポロ会員費用は月額６００円（年７２００円・機関
紙送付費用含）となっております。なお、この会員は実際にイベントに参加したかど
うかではなく、参加権利の費用となります。ご了承ください。会員希望の方は京都教
育サポートセンターまでメールか電話にてお知らせください。

●　　寄付会員募集しています（随時） 
寄付金額により当所活動「ものづくりかふぇ」で作成しているものをお礼として送ら
せていただいたり、機関紙にお名前を掲載させていただいたり、活動報告を随時させ
ていただきます。ぜひ、当所の活動をご支援くださいますようお願いいたします。ご
希望の方、興味をもたれた方には京都教育サポートセンター事業所長がお伺いして説
明させていただきます。 

●　　広告掲載でご支援いただけませんか？
機関紙に広告・案内などを掲載していただくことでのご支援をしていただけません
か？
KSCE 通信　発行部数　５００部　メール添付　カラー版配信１3 部　合計５１３部
当所へのご支援として通信への広告などを載せていただける団体・企業・店舗・個人
の方、お気軽にお問い合わせください。



編集後記

だんだん涼しい気候になり、過ごしやすい秋に突入しましたね。動きやすいこの
季節に何か色々やってみるというのもいいのかもしれないですね。１０月は今回
で４回目となる京都教育サポートセンターが所属している商店街、パレット河原
町商店街振興組合のイベント「のきさき市」があり、京都教育サポートセンター
も出展いたします。１０月１２日体育の日、良かったら遊びに来てくださいね。

集い場○

７・８月を準備期間としてプレ実施やしたいことなどの意見を集め、９月か
ら実施を本格的に始めました集い場○（サークル）活動です。今後やってみ
たい活動などあればスタッフに申し出てくださいね。そこから計画を立てて
実行可能なら実施していきます。現在実施しているサークル活動は以下の６
つです。

● 学食 walk　いろいろな大学の学食を食べに行って大学の雰囲気なども
味わうサークルです。次回１０月９日にミーティングをして１０月３０日に
行きます。

● バスで京都散策　バスでお出かけしていろいろ行きたいところを回っ
ていきます。次回１０月１７日ミーティング、１０月３１日に出かけます。

● 活字倶楽部（読書部改め）課題図書を事前に読んで、感想を話し合っ
たりするコミュニケーションをします。次回 10 月 29 日

● 麻雀部　頭の体操とコミュニケーションをするツールとして麻雀を行
い、ゲーム形式とルール講座とを行っていきます。次回１０月２４日予定です。

● 健康体操教室　体操の先生をお呼びして体をほぐしてリラックスして
いくことを目的に実施しています。次回１０月２３日予定です

● ものづくりかふぇ　羊毛フェルト・タイルアート・ビーズアクセなど
を作る活動です。１０月１２日にはパレット河原町のきさき市にて出店し、
手作り品を販売します。１０月のものづくりかふぇは１６日と２３日の２回
実施いたします。

○　　10 月の通常集い場 
10 月 10 日土曜日　１８：００～２２：００
10 月 17 日土曜日　１８：００～２２：００
２０時までに入室ください。２０時以降参加者がいなくなった時点で終了と
します。 
この日は集い場参加者の１８時以前の利用も可能です。

（利用生アポロ会員以外 は２００円） 
 気ままにのんびり過ごしてみませんか？ 
スタッフに話・相談に行くとかでも構いませんよ。 

（南山　勝宣）



２０１5 年 10 月

KSCE 全般もしくは通信に関するお問い合わせ・ご意見は、下記までお願いします。

E-mail の場合 soudan@ksce.jpn.org 、TEL/FAX の場合 075-211-0750、郵便は〒 604-8005 京都府京都市中

京区三条河原町東入ル恵比須町 439 早川ビル 6F 京都教育サポートセンター KSCE 通信係 まで。

2015 年 9 月 20 日発行　特定非営利活動法人 京都教育サポートセンター

１６日 ( 金 )　ものづくりかふぇ　１３時～１４時半　
参加費無料　作成物希望者は有料で買取可能です。
１７日 ( 土 )　集い場○　バスで京都散策 MT　１４時～
１７日 ( 土 )　集い場　１８時～２２時　２０時までに入室
ください。２０時以降参加者がいなくなった時点で終了しま
す。昼間も利用できます（内部・アポロ会員以外は１００円）
２３日 ( 金 )　ものづくりかふぇ　１３時～１４時半　
　　　　参加費無料　作成物希望者は有料で買取可能です。
２３日 ( 金 )　集い場○　健康体操教室　１４時半～　
２４日 ( 土 )　集い場○　麻雀部　麻雀分からない方はスタッ
フが指導します。頭の体操とコミュニケーションに最適の麻
雀やってみませんか？１４時～
２５日 ( 日 )　鴨川ピクニック（予定）実施決定次第詳細を
KSCE 掲示・HP・ブログ・フェイスブックページで告知いた
します。アポロ活動。雨天中止。中止の場合はお休み。
２９日 ( 木 )　集い場○　活字倶楽部　14 時～ 16 時
３０日 ( 金 )　集い場○　学食 Walk　行き先・集合時間など
は９日のミーティングで決定します。
３１日 ( 土 )　集い場○　バスで京都散策　行き先・集合時
間などは１７日のミーティングで決定します。

毎週月曜　１６時半～１９時２０分
ことばのがくしゅう

２９日 ( 木 ) ～３１日 ( 土 )　秋期休業　通常運営はお休みで
す。振替授業・イベントのみ実施します。
毎週日曜・月曜　お休み

９月２９日 ( 火 )　料理しよう
　　　　　１１時半～１３時　アポロ活動。
７日 ( 水 )　女子会　１３時半～１５時半　参加費
内部生・アポロ会員無料。その他は３００円。お
菓子などは各自持ち込みです。飲料は用意してい
ます。このイベント中、男性は参加できません。
アポロ活動。
９日 ( 金 )　パレット河原町清掃活動　
　　　　　　９時半～１０時　アポロ活動。
９日 ( 金 )　集い場○　学食 Walk　ミーティング　
１４時半～１５時半　１０月３０日に実施予定の
内容を決めます。参加費無料
１０日 ( 土 )　外で遊ぼう　雨天中止　
　　　イベント中止でも通常運営は行っています。
１０日 ( 土 )　集い場　１８時～２２時　２０時ま
でに入室ください。２０時以降参加者がいなくなっ
た時点で終了します。昼間も利用できます（内部・
アポロ会員以外は１００円）
１１日 ( 日 )　学区民体育祭　８時～１７時　参加
希望者３人以上で参加。１０月８日までにお申し
込みください。参加費無料。参加しない場合はお
休み。
１２日 ( 月 ) 体育の日　パレット河原町のきさき市
出店参加９時～１７時半　商店街イベント自体の
お手伝い参加　７時～１９時位。出店お手伝いい
ただける方、商店街全体の準備撤収手伝っていた
だける方募集中です。荒天中止、その際はお休み
です。

10 月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5
ことばのがく

しゅう

6 7
女子会

8 9
パレット清掃

集い場○

学食 Walk

10
外で遊ぼう

集い場

11
学区民体育祭

12
体育の日

ﾊﾟﾚｯﾄのきさき市

ことばのがくしゅう

13 14 15 16
ものづくりかふぇ

17
集い場○バスで

京都散策 MT

集い場

18 19
ことばのがく

しゅう

20 21 22 23
ものづくりかふぇ

集い場○

健康体操教室

24
集い場○

麻雀部

25
鴨川ピクニック

26
ことばのがく

しゅう

27 28 29
集い場○

活字倶楽部

秋期休業

30
集い場○

学食 Walk

秋期休業

31
集い場○

バスで京都散策

秋期休業


